
県
内
所
在
の
部
隊
長
等
に
よ
る
援
護
情
報
の

交
換
及
び
業
務
要
領
に
関
す
る
連
絡
調
整
を
行

い
、
円
滑
な
就
職
援
護
業
務
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
部
隊
長
等
就
職
援
護
会
同
を
実

各
業
種
の
初
任
給
の
相
場

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

援
護
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

秋
田
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

「
援
護
だ
よ
り
」

令和２年度
上半期

発行10月31日

秋
田
県
内
の
雇
用
情
勢

再
就
職
援
護
施
策
の
紹
介

退
職
予
定
の
隊
員
に

対
し
て
、
再
就
職
企
業

へ
提
出
す
る
履
歴
書
・

職
務
経
歴
書
の
書
き
方

や
再
就
職
の
心
構
え
・

採
用
面
接
要
領
等
、
今

年
度
は
教
育
内
容
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
教

育
の
質
と
参
加
率
の
向

上
に
着
意
し
、
再
就
職

準
備
の
万
全
を
図
り
ま

し
た
。

任
期
制
隊
員
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
集
合

一
任
期
を
満
了
し
た
任
期
制
隊
員
に
対
し
、
自

己
分
析
に
基
づ
い
た
人
生
設
計
を
確
立
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
講
師
（
石
巻
専
修
大
学
学
生

相
談
員
橋
本
睦
氏
）
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作

成
意
義
や
重
要
性
等
の
教
育
の
後
、
職
業
興
味
検

教
育

（
五
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日
）

秋
田
県
任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説

明
会
（
七
月
二
十
五
日
）

第
一
回
・
第
二
回
定
年
退
職
予
定

隊
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
の
あ
る
中
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
そ

の
対
策
を
万
全
に
し
て
、
退
職
予
定
の
二
十
名

に
対
し
、
雇
用
協
力
企
業
二
十
社
に
よ
る
合
同

企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
隊
員
は

面
談
計
画
に
従
い
会
場
の
各
企
業
の
ブ
ー
ス
で

業
務
内
容
等
の
説

明
を
真
剣
な
表
情

で
聞
き
、
積
極
的

に
質
問
し
て
再
就

職
に
望
む
熱
意
を

前
面
に
出
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
隊

員
か
ら
は
「
企
業

の
考
え
方
を
知
る

良
い
機
会
と
な
り

再
就
職
に
向
け
具

体
的
に
何
を
準
備

し
た
ら
よ
い
か
分

か
っ
た
。
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
か
ら
は
「
再

就
職
に
対
す
る
意

気
込
み
を
感
じ
た
。

採
用
し
た
い
隊
員

が
い
た
。
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

部
隊
長
等
就
職
援
護
会
同

（
六
月
十
九
日
）

任期制 定年制

レ
ン
タ
ル
業

サ
ー
ビ
ス
（
警
備･

飲
食･

整
備
）

輸
送
業

製
造
業

建
設
業

ガ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
（
高
速
道
路
料
金
所
）

サ
ー
ビ
ス
（
施
設
管
理
・
警
備
）

医
療
・
福
祉
業

輸
送
業

保
険
・
金
融
業

防
災
監

業

種

19
～
21
万

15
～
20
万

17
～
30
万

15
～
21
万

16
～
23
万

17
～
20
万

16
～
20
万

12
～
25
万

12
～
26
万

14
～
27
万

15
～
32
万

40
～
47
万

給
与(

円)

最

後

に
秋
田
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

引
き
続
き
部
隊
、
関
係
機
関
及
び
企
業
と
連
携

し
て
援
護
環
境
の
充
実
を
図
り
、
退
職
者
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
・
第
二
回
就
職
補
導
及
び

就
職
援
護
教
育
（
第
一
回

五
月
二
十
五

日
、
第
二
回

七
月
十
五
日
）

は
ち
ろ
う

秋
田
県
内
の
経
済
状
況

全
体
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
電

子
部
品
の
生
産
は
大
幅
に
落
ち
込
み
、
機
械
金
属
、

木
材
も
低
調
に
推
移
。
建
設
は
、
公
共
工
事
に
減

速
感
が
あ
り
、
住
宅
着
工
も
弱
い
動
き
が
続
い
て

い
る
。
個
人
消
費
は
弱
い
な
が
ら
も
持
ち
直
し
の

動
き
と
な
っ
て
い
る
。

査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成

に
つ
い
て
実
習
さ
せ
ま
し
た
。

隊
員
か
ら
は
「
職
業

選
択
の
際
、
計
画
的
な

資
格
取
得
等
の
事
前
準

備
や
自
助
努
力
が
必
要

な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

将
来
の
方
向
性
や
目
標

を
考
え
る
上
で
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
。
と
い

う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
輸
送
・
医
療
福
祉
・
舗
装
土
木
・

製
造
・
保
安
警
備
・
保
険
・
サ
ー
ビ
ス
の
七
つ

の
業
種
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
隊
員
か
ら
は
「
多
数
の
業
種
を
見
学
し
、

新
た
な
情
報
を
得
る
等
、
就
職
先
へ
の
職
域
が

広
が
っ
た
。
定
年
ま
で
に
希
望
職
種
に
必
要
な

免
許
・
資
格
を
取
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

退
職
ま
で
の
健
康
管
理

が
大
事
。
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
す
る
こ
と
で
、

再
就
職
の
準
備
へ
の
き

っ
か
け
と
な
り
、
早
期

に
そ
の
方
向
性
を
確
立

し
、
不
安
や
疑
問
を
解

消
で
き
ま
す
。

（
第
一
回

八
月
三
日
～
七
日
、

第
二
回

九
月
二
十
八
日
～
十
月
二
日
）
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県内有効求人倍率は新型コ
ロナウイルス感染症の影響か
ら１月以降低下しており厳し
い状況となっている。

現在１．２３倍

全国平均有効求人倍率
１．０４倍

(平成２５年以来の低水準)

施
し
ま
し
た
。
本
会
同

に
お
い
て
各
部
隊
か
ら

元
年
度
の
業
務
成
果
及

び
問
題
点
と
そ
の
対
策
、

二
年
度
の
援
護
施
策
等

が
紹
介
さ
れ
、
退
職
ま

で
の
援
護
管
理
（
業
務

予
定
）
等
参
考
に
な
る

も
の
に
つ
い
て
、
認
識

を
共
有
す
る
と
と
も
に

理
解
の
深
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

有効求人倍率


